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埼玉大学と市民との共同研究集会
日　時：2009/2/21（土） 10:20〜17:30　開場10：00
会　場：埼玉大学 大学会館　3 階大集会室

主催：埼玉大学と市民との共同研究会　
共催：「協同労働の協同組合」法制化をめざす市民会議・埼玉、NPO 法人ワーカーズコープ、協同総合研究所、埼玉大学重点研究

「ヒューマンインタラクションの解明に基づく人間支援の脱領域的研究」
後援：連合埼玉、（社）埼玉県労働者福祉協議会

（埼玉大学バス停横）

研究フォーラム
協同組合の現代的意義
−国際比較から−
時間
10：20〜12：40
参加
無料

地域市民集会
基調講演
協同労働法が拓く、新し
い生き方・働き方

　笹森 清 氏
（「協同労働の協同組合」法制化をめざす市民会
議 会長、労働者福祉中央協議会 会長）

パネルディスカッション
協同による地域と社会の再生
—協同労働の法制化を目指して—

時間
13：30〜17：30
資料代
500円

お問い合せ：
埼玉大学と市民との共同研究会 事務局
〒336-0018 さいたま市南区本町2-5-15MMオフィス201号
TEL 048-844-0085 FAX048-844-0086
E-mail : shiminkaigi-stm@roukyou.gr.jp

第1部

第2部

詳細は裏面をご覧下さい

詳細は裏面をご覧下さい

気持ちよく働いていますか？



■ 「埼玉大学と市民との共同研究集会」の申し込み、問い合わせ先 ■

日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会（城戸、山田嘉子）
TEL 03－6907－8040　FAX 03－6907－8041　e-mail：kdaik@roukyou.gr.jp

 

フリガナ ご所属男

女
企業名 

お名前 団体名 
学校名 等

〒        TEL：    －    － 
ご 住 所

・必要　　　　　・不要  昼　　　食
（600円）

＊申込書に記入されている個人情報は組織規定に基づき適正に取り扱います。許可なく第三者への提供を行いません。 

「埼玉大学と市民との共同研究集会」参加申込書
FAX：048-844-0086 　「埼玉大学と市民との共同研究会」事務局 行 

交 流 会
（17：45～19：30）

・参加する 　  ・参加しない 

　米国リーマンブラザーズの経営破綻から世界的金融危機に陥った不況の波は、「百年に一度」と言われるほど深刻な問題と
なり、日本においても大きな影響を及ぼしています。この波は、これまで繁栄の一途をたどってきた自動車産業でも、非正
規社員や派遣労働者のリストラに象徴されるように、企業に雇われて働くことがますます困難な状況を創り出しています。
　また、地方であればあるほど、就労の場が減少している切実な課題は、もはや地域を問わず、日本全国に広がり、貧困と
格差が固定化され、「労働の多様化」の名の下に、労働（人間）が「商品化」され、現在の労働法制では、地域の就労創出に限
界を迎え、今までにない就労のあり様が問われています。
　そんな中、「雇う・雇われる」の関係性だけではない、新たな関係性の働き方として「協同労働の協同組合」が注目されて
います。「市民が資本を持ちより、力を合わせて協同で働き、協同で経営もする」この働き方は世界各国で取り組まれ、日本
においても約６万人に及び就労実績となっています。
　この「協同労働の協同組合」は世界各国では法的に整備されていますが、日本においてはまだ法的に整備されていません。
　私たちは、「協同労働の協同組合」という新しい働き方を通じて、地域の中に仕事をおこし、人間らしく働き、質の高いよ
い仕事を生み出しながら、地域・社会を再生していきたい、そのために「協同労働の協同組合」法を提案します。
　本集会では、「協同労働の協同組合」の歴史的・社会的研究を国際比較から深め、日本における「協同労働の協同組合」の
実践と法制化の必要性を広く地域に届けることを目的に開催します。

下記の表に必要事項をご記入の上、「埼玉大学と市民との共同研究集会」事務局宛送付してください。 

開催趣旨

● 最寄り駅からのバスのご案内

JR京浜東北線「北浦和駅」（西口）下車
　「埼玉大学」行（終点）
　約15分

JR埼京線「南与野駅」下車
　北入口バス停から「埼玉大学」行（終点）
　西口バス停から「埼玉大学」行（終点）、
　「志木駅東口」行（「埼玉大学」下車）
　約10分
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◆会場案内

（3,000円）

第１部：研究フォーラム （10：20〜12：40）
協同組合の現代的意義 — 国際比較から

コーディネーター
　小林亜子氏（埼玉大学 教養学部 教授）

パネリスト
①田中夏子 氏（都留文科大学 文学部社会学科 教授）
②三浦　敦 氏（埼玉大学 教養学部 准教授）
③島村　博 氏（協同総合研究所 主任研究員、「協同労

働の協同組合」法制化をめざす市民会議 副会長）

参加無料

第２部：地域市民集会 （13：30〜17：30）
総合司会
　守本洋二 氏（「協同労働の協同組合」法制化をめざす市民会議・埼玉 事務局長）

基調講演
　協同労働法が拓く、新しい生き方・働き方
　笹森 清 氏
（協同労働の協同組合」法制化をめざす市民会議 会長、

労働者福祉中央協議会 会長）

パネルディスカッション
　協同による地域と社会の再生

— 協 同 労 働 の 法 制 化 を 目 指 し て —
コーディネーター
　山崎敬一 氏（埼玉大学 教養学部 教授）
パネリスト
　①石橋妙子 氏（労協センター事業団 坂戸地域福祉事業所 所長）
　②小椋真一 氏（労協センター事業団 芝山地域福祉事業所 所長）
　③加藤佳子 氏（ワーカーズ・コレクティブ リサイクル cafe こぶくろ 事務局）
　④鈴木雄一 氏（連合埼玉 顧問、連合埼玉 元事務局長、（社）埼

玉県労働者福祉協議会 専務理事）
コメンテータ：田中夏子 氏（都留文科大学 文学部社会学科 教授）
　　　　　　　三浦　敦 氏（埼玉大学 教養学部 准教授）
参加費（資料代として）：500 円
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大宮ソニックシティカレッジ
（ソニックシティビル5F）

●お車でのご来場はご遠慮下さい。
● 最寄り駅からのバスのご案内
◦ JR 京浜東北線「北浦和駅」（西口）下車　「埼玉大学」行（終点）約 15 分
◦ JR 埼京線「南与野駅」下車　北入口バス停から「埼玉大学」行（終点）
　　　　　　　　　　　　　　　西口バス停から「埼玉大学」行（終点）　
　　　　　　　　　　　　　　　「志木駅東口」行（「埼玉大学」下車）約 10 分
●他にもバスのご利用がございますので、事前にお調べの上ご来場下さい。

　米国リーマンブラザーズの経営破綻から世界的金融危機に陥った不況の波は、「百年に一度」と言われるほど深刻

な問題となり、日本においても大きな影響を及ぼしています。この波は、これまで繁栄の一途をたどってきた自動車

産業でも、非正規社員や派遣労働者のリストラに象徴されるように、企業に雇われて働くことがますます困難な状況

を創り出しています。

　私たちは、「協同労働の協同組合」という新しい働き方を通じて、地域の中に仕事をおこし、人間らしく働き、質の高

いよい仕事を生み出しながら、地域・社会を再生していきたい、そのために「協同労働の協同組合」法を提案します。

　本集会では、「協同労働の協同組合」の歴史的・社会的研究を国際比較から深め、日本における「協同労働の協同組合」

の実践と法制化の必要性を広く地域に届けることを目的に開催します。

埼玉大学への
アクセス


